農地法第４条の規定による農地を耕作または養畜のための
農業用施設（200㎡未満）に供することの届出について

南箕輪村農業委員会

耕作を行う上で必要な農業用施設（転用面積が200㎡未満のものに限る）を自分の農地に設置する場合、農地転用の許可は不要ですが、着工前に農業委員会への届出が必要となります。なお、200㎡未満とは、設置する農業用施設の建築面積ではなく、建物を建築するために必要な土地面積です。また、農業用車両等の進入路や駐車場も耕作または養畜に必要不可欠なものとしてこの面積に含まれます。
※耕作または養畜に必要不可欠なものであっても、転用面積が200㎡を超える場合は、農地法に基づく許可が必要となりますのでご注意ください。
１　農業用施設とは？
① 農地等の保全又は利用の増進上必要な施設（農業用道路、排水路、ため池、防風林、土留工等）
② 畜舎、温室（植物工場含む）、農機具格納庫等農業生産に係る施設
③ 農産物の集出荷・貯蔵・調製等に係る施設（乾燥施設、選果場、カントリーエレベーター等）
④ 堆肥の製造に係る施設（堆肥化処理施設、堆肥舎、家畜糞尿処理施設等）
⑤ 農業廃棄物の処理に係る施設（農業廃棄物処理施設、もみ殻処理施設等）
⑥ 農地（観光農園含む）又は上記②～⑤の施設に附帯して設置される駐車場、トイレ、更衣室、
事務所、休憩所、飲水・手洗所等










２　届出手続きの流れについて
　①申請についての相談
対象の施設が農業用施設に該当するかなどについて農業委員会事務局まで事前にご相談ください。


裏面の届出提出書類一覧をご確認いただき、届出に必要な添付書類を入手してください。また届出書は記入例を参考に正確にご記入ください。

　②届出書記入・
必要書類入手

　

農業委員・農地利用最適化推進委員は、総会審議の場で届出者に代わって内容を説明する役割を担うため、届出農地の地区担当委員に内容を説明し、十分な理解を得る必要があります。
あらかじめ事務局にて担当委員を確認し、担当委員に事前連絡したうえで訪問してください。訪問の際は担当委員に届出書の写し一式を提出し、届出内容を詳しく説明してください。（必要に応じて担当委員と一緒に現地確認をお願いします。）


③地区担当委員への説明






必要な書類をすべて揃えたうえで毎月20日(土日・祝日を除く、休日の場合は前日の開庁日まで）までに農業委員会事務局に提出してください。事務局で書類を確認し、必要に応じて現地確認等を行います。
④届出・
内容確認




⑤農業委員会
総会での審議
総会に諮り、計画内容を確認し、承認・不承認の判断を行います。



３　届出に必要な書類について　
　　 ①書類に不備ある場合は受理できませんので、提出前に再確認をお願いします。
　　②添付する証明書等は３か月以内に発行された原本を提出してください。


届出提出書類一覧

記号：●必ず添付　▲該当する場合に添付
	No
	記号
	書 類 名
	留意事項等
	確認

	１
	●
	届出書
	記入例をご確認いただき正確にご記入ください。
	□

	２
	●
	土地の位置を示す地図
	縮尺1/25,000の村図(コピー可）に明示してください
	□

	３
	●
	土地の登記事項証明書
	全部事項証明書に限る
	□

	４
	●
	公図
	隣接する土地の所有者と地目を記入
	□

	５
	●
	土地改良区の意見書 
	申請地が土地改良区の区域のみ提出
	□

	６
	●
	案内図
	住宅地図など（届出地と周辺の状況がわかる図）
	□

	７
	●
	建物の平面図・立面図
	
	□

	８
	●
	配置計画図
	[bookmark: _GoBack]配置する箇所に応じ農作業車両・農機具等の進入路等を記載 　
	□

	９
	●
	確認書兼関係各係への合議書
	地区担当委員に内容を説明し、署名を依頼してください。
	□

	10
	●
	被害防除措置計画書
	事業実施に伴う被害防除措置について記入するとともに、被害発生の恐れがない場合は、その理由を記載してください。
	□

	11
	▲
	委任状 
	行政書士による代理人申請の場合
	□

	12
	▲
	住民票 
	登記簿住所と現住所が異なる場合 
	□


　※上記以外、必要に応じて参考書類の提出を求める場合があります。
南箕輪村農業委員会事務局
〒399-4511　長野県上伊那郡南箕輪村4825番地１
電話：0265-72-2176

